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I．　は　じ　め　に

　八ヶ岳火山列で発生した大規模な爆発的噴火のうち，
最新の八ヶ岳新期第 4 テフラは，北八ヶ岳の横岳火山起
源とされる（図 1，YPm-IV；中谷，1970，Yt-Pm4；
大石・鈴木，2004）．北八ヶ岳横岳火山は 9 回の溶岩流
噴火（Y1～Y9）を起こしており，Yt-Pm4 の噴出は，層
位関係を基にした Y3～Y5 のいずれかの直前という考
え（Kawachi et al., 1978）と，溶岩の化学組成との比較
から Y6 の前とする考え（大場・河内，1997）がある．
　Yt-Pm4の噴出年代に関する年代学的研究では，フィッ
ショントラック（FT）法による1.4万年前（八ヶ岳団体研
究グループ，1976）や13,000±650 yBP（Suzuki, 1974），
テフラ層中の木炭の放射性炭素（14C）年代 23,490±
1,150 yBP（稲田，1986）の報告例がある．しかし，火
山灰層序学的研究（大石・鈴木，2004）によって，Yt-
Pm4 の層位は姶良 Tn テフラ（AT）より下位であるこ
とが明らかにされていることから，これらの数値年代は
過小評価と判断できる．また，テフラを挟在する風化火
山灰土の形成速度を一定と仮定して，当時約 27 ka とさ
れたATと約 86～90 kaとされた阿蘇 4 テフラ（Aso-4）
を既知年代基準点としてその間で内挿して求められた
29 ka（大石・鈴木，2004）も，水月湖の年縞年代モデル
よって求められ，現在の AT の一般的な年代値とされ
る 30,078±96 IntCal13. yBP（Albert et al., 2019）から

すると，過小評価であったと考えざるを得ない．
　このほかの Yt-Pm4 に関する年代測定例としては，
長野県佐久市に位置する八
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遺跡や香坂山遺跡の発掘
調査の際に，Yt-Pm4 下位の層準で検出された炭化物
を用いた 14C 年代がある（古環境研究所，1999，2001）

（表 1）．また，大石（2015）では，長野県小海町豊里露頭
で検出された Yt-Pm4 直下の樹木片を用いて加速器質
量分析計（AMS）による 14C 年代測定が行われ，30,667
±130 yBP が求められた（表 1）．この値が得られたこと
で Yt-Pm4 の数値年代についてはほぼ決定したように
思えたが，大石（2015）の本文中（p. 480）では「32,951～
32,333 cal BP」となっている．正しくは，大石（2015）の
Table 1にあるように「32,951～32,333 cal BC」である．
そのため，「32,951～32,333 cal BP（約 32 cal ka BP）」
が使われることによる年代観の誤解が生じるおそれがあ
る．また，大石（2015）では 14C 年代が 1 点のみであるこ
とから，複数データによるさらなる検討も必要であろう．
　Yt-Pm4 の年代学的研究は，北八ヶ岳横岳火山の噴
火史解明につながるとともに，日本列島における後期旧
石器時代の開始期の研究において重要である．後期旧石
器時代を特徴づける石刃石器群のうち，日本列島におけ
る最古のものが，長野県八風山遺跡と香坂山遺跡の発掘
調査によって，Yt-Pm4 検出層準の下位から出土した

（須藤編，1999；国武編，2021，2022）．これにより，
現生人類の日本列島への到来を示す後期旧石器時代最初

資　　料

北八ヶ岳横岳火山を起源とする
八ヶ岳新期第 4テフラ（Yt-Pm4）の噴出年代

下岡順直* 1, a・国武貞克* 2・早田　勉* 3・大石雅之* 4・須藤隆司* 5

キーワード：八ヶ岳新期第 4テフラ（Yt-Pm4），放射性炭素年代測定，噴出年代，海洋酸素同位体ステージ 3

2023 年 5 月 8 日受付．2023 年 8 月 16 日受理．J-stage 早期公開（2023 年 10 月 24 日）
* 1 立正大学　〒360-0194 熊谷市万吉 1700 番地．
* 2 奈良文化財研究所　〒630-8577 奈良市二条町 2-9-1.
* 3 火山灰考古学研究所　〒371-0803 前橋市天川原町 2-265-8.
* 4 気象庁仙台管区気象台　〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-15.
* 5 明治大学黒耀石研究センター　〒386-0601 長野県小県郡長和町大門 3670-8.
* a Corresponding author : shitaoka@ris.ac.jp



第四紀研究，62（4）下　岡　順　直　ほ　か160

頭の石器群の年代決定には Yt-Pm4 が鍵層として有効
である．このため，Yt-Pm4 の噴出年代について年代
学的研究が必要となる．
　本研究では，新たな露頭を見出し，Yt-Pm4 直下で

炭化物を新たに確認した．そして，複数の炭化物につい
て 14C 年代測定を行い，Yt-Pm4 の噴出年代について検
討した結果を報告する．

図 1　大石・鈴木（2004）による Yt-Pm4 の等層厚線図（A）と試料採取した露頭地点（B）
（A）：層厚の単位は cm．（B）：国土地理院 Web 地図「地理院地図」（https://maps.gsi.go.jp/#15/36.0630
64/138.467216/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1）を加工して作成した．

Fig. 1　A : Isopach maps of Yt-Pm4 (Oishi and Suzuki, 2004), B : Sampled outcrop locations
A : Unit for layer thickness is cm.  B : The GSI web map “Geographical Survey Institute Map” 
(https://maps.gsi.go.jp/#15/36.063064/138.467216/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0
u0t0z0r0s0m0f1) was processed to create this map.
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II．　試料採取と 14C 年代測定

　試料を採取した露頭は，長野県小海町豊里の松原湖北
西に位置する（図 1）．大石・鈴木（2004）が記載した
Loc. 10，および大石（2015）が報告した露頭（図 1 の
Loc. 1）は経年変化をうけて劣化しており，現在では観

察が難しくなっている．そこで，Loc. 1 の近くにでき
た新たな露頭（36°03ʼ46.33”N, 138°26ʼ27.39”E, 図 1 の
Loc. 2）の観察を実施した．ここでは，露出する層厚約
2～3 m の風化火山灰土層中に Yt-Pm4 降下軽石層を認
めることができ，大石（2015）が報告した露頭（図 2 の
Loc. 1）と同じく，Yt-Pm4 直下に点在する炭化物を確

表 1　放射性炭素年代測定および IntCal20 モデルによる暦年較正の結果
Table 1　Results of radiocarbon dating of Yt-Pm4, and calendar year calibration using the IntCal20 model

図 2　Loc. 1 および Loc. 2 における試料採取露頭の地質柱状図（Loc. 1 は大石（2015）より引用）
Fig. 2　Columnar section of the outcrop at Loc. 1, and Loc. 2 

Columnar section of Loc. 1 was taken from Oishi (2015).
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認した（図 2）．テフラ直下の埋没土壌の数値年代は，テ
フラの噴出から堆積までの期間が短いため，そのテフラ
の噴出年代とみなせる（例えば，奥野，1995，1997，
2001）．大石（2015）では，埋没土壌中の炭化物の数値
年代をテフラの噴出年代とみなせるかどうかについて，
風化火山灰土の堆積速度の見積もりから実際の噴火年代
よりも 400 年程度古く見積もられる可能性を指摘して
いる．
　今回，Loc. 2 において，Yt-Pm4 直下の炭化物 6 点
を採取して 14C 年代測定を行った．さらに，大石（2015）
が求めた14C年代の暦年較正はIntCal13モデル（Reimer 
et al., 2013）によっていたことから，改めて IntCal20
モデル（Reimer et al., 2020）を用いて暦年較正を行い，
今回得られた年代と比較を行った．
　採取した炭化物は，Beta Analytic 社に委託して 14C
年代測定を行った．試料の前処理として，酸-アルカリ-
酸洗浄を行った．これらの過程の中で，木根や有機物の
残骸はすべて除去した．試料調製後，加速器質量分析計

（AMS）を用いて計測し，14C 年代を求めた．また，δ13C
測定値を求め，14C 年代に補正値を加えて，補正 14C 年
代を求めた．これを，IntCal20 モデル（Reimer et al., 
2020）を用い，OxCal4.4 プログラム（Bronk Ramsey 
and Lee, 2013）によって暦年較正年代を求めた．

III．　結果と考察

　表 1 に，Loc. 2 で採取した炭化物 6 試料の測定結果
を示す．6 点の補正 14C 年代は，約 28～31 kyBP となっ
た．14C 年代は年代値が古いにも関わらず，30 kyBP 前
後に集中したことから，炭化物を含む風化火山灰土が
Yt-Pm4の降下軽石層に覆われることでよく保存された
と考えられる．よって，6 試料について，補正 14C 年代
を IntCal20 モデル（Reimer et al., 2020）で暦年較正す
ると，表 1 に示すように約 34～35 cal kyBP となった．
　一方，大石（2015）の補正 14C 年代 30,667±130 yBP
は，IntCal20モデル（Reimer et al., 2020）で暦年較正す
ると，35,220～34,820 cal yBP（1σ），35,350～34,660 
cal yBP（2σ）となった．今回得られた暦年較正年代は，
大石（2015）のデータと同調する結果であった．また，
八風山遺跡や香坂山遺跡の発掘調査の際に，Yt-Pm4
より下位とされた遺物包含層から検出された炭化物の
14C 年代（古環境研究所，1999，2001；国武ほか，2022）
とも矛盾はない．
　Yt-Pm4 の層位的な位置づけについては，海底コア
の有孔虫殻の酸素同位体比層序との関係から検討を試み

る．青木ほか（2008）は，鹿島沖から採取されたピスト
ン・コアに介在するテフラについて酸素同位体比カーブ
と対比した結果，AT は海洋酸素同位体ステージ（MIS）
3.1とされる層位の下位に当たることが報告されている．
よって，層序学的に AT よりも下位である Yt-Pm4 が
MIS 3 に位置づけられることは妥当だろう．このことか
らも，本研究の年代測定結果である Yt-Pm4 の噴出年
代約 34～35 ka は層序学的に矛盾なく，報告した年代測
定に関わる試料の問題，例えば Tomiyama et al. （2016）
が指摘した古い炭化物ほど通常の前処理では雨水に溶け
込んだ二酸化炭素が炭化物の表面に固着することで年代
を若くするという効果による年代決定への影響は小さい
と考える．
　以上のことから，Yt-Pm4 は日本列島における後期
旧石器時代最初頭の石器群を識別する鍵層の一つになり
得るだろう．
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